
調剤アシスト研修
参加企業（者）様募集のご案内

薬機法改正案国会提出に当たり、厚生労働省通知により、従来ネガティブリストでしか示されていな
かった「薬剤師以外の者が実施する調剤補助業務」が、ポジティブリストとして示されました。これによ
り、その業務範囲が明確になり、自治体ごとに異なっていた解釈、対応がより整合的になるものと歓
迎されています。一方で、薬局開設者にも手順書の整備や研修の実施等責務が明記され、企業とし
て新たな対応が求められています。

基本的にはそれぞれの企業や薬局現場が対応するものと考えられていますが、補助業務に当たる職
員の研修については共通のものがあるという理解の下、会員企業のご要望などを踏まえ、下記の趣
旨、内容で、本件を推進してきた日本保険薬局において実施することといたします。

研修内容

⚫ 現時点において補助業務者に必要と思われる知識を盛り込んだeラーニング
⚫ 45分程度のコンテンツと確認テスト、5コマ、計3～4時間（別添目次参照）

本研修趣旨、メリットなど

⚫ ほとんどの現場において必要と思われる事項を盛り込み、個々の現場の個別対応
ができるだけ少なくてすむよう配慮

⚫ 修了者には調剤アシスタント研修修了証が発行され、その名称で活躍
⚫ 会員サービスのとして実施し、システム構築、運用等は協会負担で研修費用は少額
⚫ 会員企業 研修費1000円＋登録費1000円 計2000円/人 プラス消費税

非会員 研修費1000円＋登録費2000円 計3000円/人 プラス消費税
⚫ 申込者は、自身のIDで、何度でも、いつでも研修コンテンツにアクセス
⚫ コンプライアンス等基本的な内容を含み、新人等研修として活用可能
⚫ 薬局現場での能力開発を通じ、スキルを活かした職業生活開拓を支援
⚫ 就業（就職）前、薬局調剤業務の内容やフローを確認するツールとして活用可能

その他
⚫ 申込後、eラーニングシステムにアクセスするID、pass wordを発給しますので、eラ

ーニングの受講をお願いいたします。
⚫ eラーニングはパソコンまたはタブレットにてご受講ください。

⚫ 修了証は、研修費用のお振込みを確認後、各自のマイページよりダウンロード可能
となります。

本研修のお問い合わせ先
一般社団法人 日本保険薬局協会 調剤アシスト研修事務局

Email: chozaiassist@nippon-pa.org
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